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食
事
量
が
減
っ
た
、
普
段
よ
り
疲
れ
た
顔

を
し
て
い
る
、
た
め
息
が
目
立
つ
、
口
数
が

減
っ
た
・
・
・
、
家
族
や
仲
間
な
ど
身
近
な

人
が
「
い
つ
も
と
様
子
が
違
う
」
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？　

周
囲
が
気
付
か
ぬ
う
ち
に

一
人
で
大
き
な
悩
み
を
抱
え
て
、
精
神
的
に

追
い
詰
め
ら
れ
、
最
悪
の
場
合
は
自
ら
命
を

絶
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
。

　

こ
れ
ま
で
自
殺
は
、
個
人
的
な
問
題
で
介

入
の
で
き
な
い
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
が
ち
で

し
た
が
、
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
、
防
ぐ
こ

と
が
で
き
る
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
救
え

る
命
が
そ
こ
に
あ
る
の
で
す
。

　

今
回
は
、
自
殺
の
現
状
と
そ
の
対
策
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

自
殺
者
は
減
っ
て
い
る
？ 

　

人
の
「
命
」
は
何
も
の
に
も
代
え
が
た
い

も
の
で
す
。
し
か
し
、
自
殺
者
は
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。
全
国
の
年
間
自
殺
死
亡
者
数
は
、

平
成
24
年
か
ら
４
年
連
続
で
３
万
人
を
下
回

っ
て
い
る
も
の
の
（
グ
ラ
フ
①
）、
他
の
主

要
国
と
自
殺
の
死
亡
率
（
人
口
10
万
人
あ
た

り
の
自
殺
に
よ
る
死
亡
者
数
）
を
比
較
す
る

と
、
我
が
国
は
ロ
シ
ア
に
次
い
で
高
い
水
準

と
な
っ
て
い
ま
す
（
グ
ラ
フ
②
）。

　

ま
た
、年
齢
階
層
別
の
自
殺
死
亡
率
で
は
、

す
べ
て
の
年
齢
階
層
で
、
減
少
傾
向
に
あ
る

中
、
20
歳
代
を
中
心
と
し
た
若
年
層
の
減
少

率
が
他
の
年
齢
層
に
比
べ
て
小
さ
く
、
中
で

も
死
因
順
位
別
に
み
た
構
成
割
合
で
は
圧
倒

的
に
「
自
殺
」
が
高
く
、
第
１
位
と
な
っ
て

い
ま
す
（
表
①
）。

５
人
に
１
人
は
自
殺
を
考
え
る

　

内
閣
府
が
実
施
し
た
意
識
調
査
に
よ
る

と
、
お
よ
そ
５
人
に
１
人
が
「
こ
れ
ま
で
に

本
気
で
自
殺
を
考
え
た
こ
と
が
あ
る
」
と
回

答
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
自
分
自
身
は
考
え

た
こ
と
が
な
く
て
も
、
自
殺
を
考
え
る
ほ
ど

の
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
が
、
周
囲
に
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

自
殺
の
背
景
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
病
気

や
障
害
な
ど
の
健
康
問
題
、
失
業
や
倒
産
、

多
重
債
務
、
長
時
間
労
働
な
ど
の
社
会
的
・

経
済
的
問
題
、
職
場
や
学
校
、
家
庭
の
問
題

と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
て
心
理

的
に
追
い
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
末
の
も
の
で

す
。

　

ま
た
、「
死
に
た
い
」
と
考
え
て
い
る
人

救
え
る
命
が
そ
こ
に
あ
る

自
殺
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
た
め
に

─ 

９
月
は
自
殺
対
策
推
進
月
間
で
す 

─

特 集

グラフ①「過去10年間における自殺者数の推移（平成18年～平成27年）」
（資料：警察庁「自殺統計」より厚生労働省自殺対策推進室作成）

グラフ②「主要国の自殺死亡率比較」（資料：世界保健機関資料）
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自
身
も
、「
生
き
た
い
」
と
い
う
本
心
と
の

間
で
激
し
く
揺
れ
動
い
て
お
り
、
自
殺
に
至

る
前
に
何
ら
か
の
サ
イ
ン
を
発
し
て
い
る
こ

と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
自
殺
は
そ
の
多
く
が

防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
問
題
な
の
で
す
。

サ
イ
ン
に
気
づ
き
自
殺
を
防
ぐ

　

自
殺
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
家
族
や
職
場
の

同
僚
、
学
校
の
友
人
と
い
っ
た
周
囲
が
サ
イ

ン
に
気
づ
い
て
本
人
を
し
っ
か
り
支
え
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

自
殺
に
つ
な
が
る
サ
イ
ン
と
し
て

は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

●�

過
去
の
自
殺
企き

図と

（
自
殺
を
し
よ
う

と
す
る
こ
と
）・
自
傷
歴

●�

喪
失
体
験
（
身
近
な
人
と
の
死
別
体

験
な
ど
）

●�
苦
痛
な
体
験
（
い
じ
め
、
家
庭
問
題

な
ど
）

●�

職
業
、
経
済
、
生
活
の
問
題
（
失
業

や
リ
ス
ト
ラ
、
多
重
債
務
や
生
活
苦

な
ど
）

●�

精
神
疾
患
・
身
体
疾
患
に
関
わ
る
こ

と
、
お
よ
び
そ
れ
に
対
す
る
悩
み

●�

ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
の
欠
如
（
支

援
者
が
い
な
い
、
社
会
制
度
が
活
用

で
き
な
い
な
ど
）

●�

自
殺
企
図
手
段
へ
の
容
易
な
ア
ク
セ

ス
（
危
険
な
手
段
を
手
に
し
て
い
る

な
ど
）

●�

自
殺
に
つ
な
が
り
や
す
い
心
理
状
態

（
自
殺
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
、
絶

望
感
、
衝
動
性
、
孤
立
感
な
ど
）

●�

望
ま
し
く
な
い
対
処
行
動
（
飲
酒
で

紛
ら
わ
す
、薬
物
を
乱
用
す
る
な
ど
）

●
危
険
行
動
（
道
路
に
飛
び
出
す
、
飛

　

�

び
降
り
よ
う
と
す
る
、
自
暴
自
棄
な
行
動

を
と
る
な
ど
）

●�

そ
の
他（
自
殺
の
家
族
歴
、本
人
や
家
族
・

周
囲
か
ら
確
認
さ
れ
る
危
険
性
な
ど
）

　
（�

参
考
：
内
閣
府
「
誰
で
も
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
手
帳　

第
2
版
」）

勇
気
を
出
し
て
「
声
か
け
」
を 

　

も
し
も
、
い
つ
も
顔
を
合
わ
せ
る
人
が
最

近
元
気
が
な
い
な
ど
、
い
つ
も
と
様
子
が
違

っ
て
い
た
ら
・
・
・
。
ま
ず
は
勇
気
を
も
っ

て
、「
ど
う
し
た
の
？
」「
よ
く
眠
れ
て
い

る
？
」
な
ど
と
声
を
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
周
囲
が
手
を
差
し
伸
べ
、
話
を
聞
く
こ
と
」

に
よ
っ
て
、
結
果
と
し
て
自
殺
を
考
え
た
本

人
が
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
（
グ
ラ
フ
③
参
照
）。

　

ま
た
、
う
つ
病
な
ど
の
心
の
病
気
が
疑
わ

れ
る
場
合
は
、
早
め
に
医
療
機
関
や
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
な
ど
専
門
家
へ
の
相
談
が
大
事
で

す
。
本
人
を
理
解
し
て
く
れ
る
家
族
、
友
人

な
ど
と
連
携
し
て
、
専
門
家
へ
の
相
談
に
一

緒
に
つ
い
て
行
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

グラフ③：「自殺を考えたとき、どのように乗り越えてきたか」
（資料：内閣府「平成23年度自殺対策に関する意識調査」）

《
今
、
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
は
次
の
ペ
ー
ジ
へ
》

表①「死因順位別にみた構成割合（平成26年）」（資料：厚生労働省「人口動態統計」より厚生労働省自殺対策推進室作成）
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今
、
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
へ

　

眠
れ
な
い
、
食
欲
が
出
な
い
、
疲
れ
が
と

れ
な
い
な
ど
、
い
つ
も
と
違
う
心
身
の
不
調

を
感
じ
た
り
、
学
校
や
仕
事
、
家
族
、
健
康

の
こ
と
な
ど
で
不
安
が
あ
っ
た
り
し
て
い
ま

せ
ん
か
。

　

そ
の
よ
う
な
と
き
は
、
決
し
て
一
人
だ
け

で
悩
み
を
抱
え
ず
、
ま
ず
は
誰
か
に
話
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
周
り
に
い
る
た

く
さ
ん
の
人
が
、
あ
な
た
の
支
え
に
な
っ
て

く
れ
る
は
ず
で
す
。

　

あ
な
た
が
相
談
で
き
る
場
所
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
〈�

出
典
：
政
府
広
報
オ
ン
ラ
イ
ン
「
お
役

立
ち
記
事
」〉

●
問
い
合
わ
せ　

　

保
健
医
療
課
健
康
支
援
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
６
２
）

▼村上市いのちを大切にするポスター最優秀賞

相談窓口 電話番号 相談時間

心
の
悩
み

新潟いのちの電話（村上） 0254−53−4343 毎日24時間
いのちの電話　　　　 （通話料無料） 0120−783−556 毎月10日 午前８時～翌日午前８時
よりそいホットライン（通話料無料） 0120−279−338 毎日24時間
新潟県精神保健福祉センター 025−280−0113 月～金 午前８時30分～午後５時
こころの相談にいがた 0570−783−025 毎日24時間

下越地域いのちとこころの支援センター 0254−28−8880 月～金（祝日を除く）
午前８時30分～午後５時15分

職
場
・
就
職

労働問題に関する相
談 新潟労働相談所 0250−23−6110

月～金（祝日を除く）
午前８時30分～午後５時15分
第３日曜 午後１時～午後５時15分

働くことへの悩みや
不安の相談

下越サポステ 村上サテラ
イト（15～39歳対象） 0254−50−1553 月～金 午前10時～午後５時

（土日・祝・第２金曜日を除く）

子
ど
も
・
青
少
年

家族・友人・仕事・
恋愛等の相談

こども・若者相談ダイヤル
（０～39歳対象） 0254−62−7041 月～金 午前９時30分～午後３時

（木曜のみ午後５時まで）

いじめ・その他学校
生活に関すること

24時間子供SOSダイヤル
（通話料無料） 0120−0−78310 毎日24時間

新潟県いじめ相談電話
025−526−9378
0258−35−3930
025−231−8359

毎日24時間

18歳未満の子どもの
様々な問題

村上市家庭児童相談員 0254−53−2111
　　 （内線244） 月～金（祝日を除く）

午前８時30分～午後５時15分新発田児童相談所 0254−26−9131
ひきこもりに関する
相談 ひきこもり相談ダイヤル 025−284−1001 月～金（祝日を除く）

午前８時30分～午後５時

高
齢
者

高齢者の日常生活上
の困りごとなど

村上市包括支援センター 0254−53−2111
　　 （内線366）

月～金（祝日を除く）
午前８時30分～午後５時15分

新潟県
高齢者総合相談センター 025−285−4165 月～金（祝日を除く）

午前９時～午後５時

女
性

女性の一般相談 新潟県女性福祉相談所 025−381−1111 月～金（祝日を除く）
午前８時30分～午後５時15分

DVと児童相談専用
の電話相談

DV・児童虐待相談
（通話料無料） 0120−26−2928

毎日 午前９時～午後10時子どもや女性に関す
る電話相談 子ども・女性電話相談 025−382−4152

法
律

県内の様々な相談窓
口の紹介 法テラス新潟 050−3383−5420 月～金（祝日を除く）

午前９時～午後５時
借金はじめ法律問題
に関する相談全般

新潟県弁護士会
多重債務無料電話ガイド 025−222−5533 平日 午前10時～正午

 　　午後１時～３時
消
費
生
活

商品や契約などの苦
情、多重債務に関す
る相談

村上市消費生活センター 0254−53−2111
　　 （内線287）

月～金（祝日を除く）
午前８時30分～午後５時15分

新潟県消費生活センター 025−285−4196 月～金 午前９時～午後５時
土　 　午前10時～午後４時30分

あなたの悩みを聞かせてください
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